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1 はじめに

近年，テキストから感情を推定する研究が行われて

いる．この研究の応用として感性情報を考慮した文章

検索やコンピュータと人とのコミュニケーションを目

的とした自動対話システム上でのユーザの感情推定な

どが考えられる．三品らの研究 [1]ではあらかじめ感情
ラベルを付与した感情別の文章コーパスを作成し，各

コーパス文と未知文との類似度を計算することにより

感情推定を行っている．本研究では文章間の類似度を

計算する際に単語毎に重みを付けした新しい類似度計

算手法を提案することで感情推定手法の精度の向上を

目指す．

2 SCCSを用いた文章感情推定

2.1 感情推定システム

提案システムの流れを図 1に示す．提案システムで
は感情ラベルを付与したラベル別の文章コーパス中の

文章と未知文との類似度を計算することにより感情推

定を行う．コーパスは感情ラベル毎に用意する．入力

文に対し感情ラベル付き文章コーパス中の全文章との

類似度を計算し，類似度が大きい上位 N文章について
それぞれの感情ラベル毎に類似度の値を集計する．集

計結果が最大となる感情ラベルを入力文の推定感情と

して出力する．類似度計算には IMPACT[2] を改良し
た SCCS （Similarity for Categorization using Weighted
Common Subsequence）を用いる．IMPACTは機械翻訳
システムの自動評価手法として提案されたもので 2文
章間の類似度を計算する．推定において入力文及びコー

パス中の文章に含まれるすべての単語は基本形に変換

した．文章からの感情推定において感情的な要素を含

む単語に着目する．そのため単語の感情判断に対する

重要度の度合いを示した辞書を用意し類似度計算時に

重みとして利用することにした．今回この辞書には高

村らが作成した単語感情極性対応表 [3]を用いた．単語
感情極性対応表は単語がポジティブかネガティブかを

スコアで表したものであるが，単語のポジティブ（ま
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図 1: 提案システムの流れ

たはネガティブ）の度合いが高ければ感情への有効性

も高くなると考え重みとして用いた．

2.2 SCCS

SCCSは 2文章間の類似度を算出する手法であり，ま
ず 2文章間の最長共通部分列（Longest Common Subse-
quence，LCS）を定め，LCS中に含まれている単語を
1つの要素として扱う．また，ここで定めた LCSに含
まれている単語が 2文章上で共に連続していた場合，1
つの要素としてまとめて扱う．例えば次のような 2文
章を比較するとき

噛みつくように、病父が怒鳴った。

黒岩は、とうとう爆発したように怒鳴った。

LCSは「よう，に，怒鳴っ，た，。」と定められ，「よう，
に」と「怒鳴っ，た，。」の 2要素として扱う．そして，
2文章から LCSを除き，除いた 2文章から LCSを再び
定める．この処理を LCSが存在しなくなるまで繰り返
す．求めた LCSから式 (1)～式 (4)を用い，再現率 R，

適合率 Pを求め，これにより類似度 SCCSを求める．

S CCS (X,Y) =
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)
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ここで，X，Y はそれぞれ類似度を比較する 2 文であ
り，nは X の単語数，mは Y の単語数である．RN は再

帰的に求めた LCS の数である．cは LCS 中の要素であ

り，length(c) は c に含まれる単語数を示す．α と β は

パラメータである．T FIDF(c)は cに含まれる単語の

tf-idf値の合計でこれによりコーパスでの単語の偏りを
重みとして利用できる．

T FIDF(c) =
∑
x∈c

(t f (x)id f (x) + δ) (5)

t f (x) = log
(

nx j∑
i∈ j ni j

+ 1
)

(6)

id f (x) = log
|C|
d fx

(7)

ここで，ni j は感情 jのコーパス中に単語 iが含まれて

いる数を表す．|C|はコーパスの総数とし，d fxは単語 x

が含まれているコーパス数とする．tf-idf値が 0になっ
た場合，要素 cの他の情報も失われてしまうため微小

な正数 δにより補正することで情報の欠損を防いでい

る．Weight(c)は要素 c中に含まれる単語に対する重み

である．

2.3 単語感情重み

本稿では Weight(c)として cに含まれる単語の感情

判断における重要度の合計値を用いる．

Weight(c) =
∑
x∈c

(|value(x)| + ε) (8)

ここで，value(x)は単語感情極性対応表 [3]における単
語 xの極性値であり，同表中に単語 xが存在しない場

合は 0とする．εはWeight値が 0になることによる情
報の欠損を防ぐための微小な正数である．

3 感情推定実験

3.1 評価方法

本稿では，文学小説中の感情表現を収録した感情表

現辞典 [4]を文章コーパスとして採用し，「喜」「好」「怒」
「悲」の 4感情についてそれぞれ 100文を抜き出し感情
別に 4つのコーパスを作成した．類似度が大きい上位
5文章の値を感情ラベル別に合計値をとる．提案手法
の有効性を確認するために Leave-one-out法による交差
検定を行った．提案手法のパラメータ α，βの値は 0.1，
1.1と設定し δ，εは 0.0001とした．また比較手法とし
て文章の比較に用いられるコサイン類似度，既存手法

である IMPACT[2]，IMPACTと同様の機械翻訳システ
ムの自動評価手法であるBleu[5]，Bleuを感情推定に適
用した手法である RECARE[1]を用意した．また提案

表 1: 感情推定正答率 (%)
喜 好 怒 悲 全体

提案手法 56 59 80 62 64.25
Weight∗2 53 54 72 51 57.5

RECARE[1] 75 44 57 54 57.5

T FIDF∗1 44 54 69 53 55

IMPACT[2] 36 37 38 33 36

cos類似度 43 31 46 24 36

Bleu[5] 4 8 0 6 4.5

手法に用いるの重みを T FIDF のみ∗1またはWeightの

み∗2 にしたものをそれぞれ用意した．

3.2 実験結果

各手法の正答率を表 1に示す．提案手法が 64.25%と
他の手法と比較し正答率が高いことが分かる．また提

案手法は「怒」の感情ラベルの正答率が他の感情ラベル

に比べ高いことが分かる．これは T FIDF∗1とWeight∗2

それぞれ単体の時にも同様の傾向がある．他の手法で

も「怒」のラベルの正答率が高くなる傾向はあるがこ

の 3手法ではこの傾向が顕著に現れている．

4 まとめ

本稿では文章からの感情推定を目的とし，単語を重

みとして利用した類似度計算手法を提案した．評価実

験の結果，文学小説中の表現から構築した文章コーパ

スにおいて提案手法の優位性が確認された．今回使用

したコーパスは規模が小さいため，今後はより大きな

コーパスを使用した評価実験を行う必要がある．また

今回の手法では単語のみの重みしか考慮していないた

め，文法情報などを取り入れていく必要が考えられる．
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